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静かに。

未来が動く音がする。

私たちは静と動でできている。

静かな時間。それは空白ではなく、

覚醒へと研ぎ澄まされていく時間だ。

肌も、活動と休止をくり返しています。

B.Aは発見しました。実は、肌の休止期に

エネルギー活動が行われていたことを。

肌は密かに美しさを準備していたのです。

耳を澄ませば、内側で音がする。

何かが動く音。新しいあなたが目覚める音。

そして、ハリと輝きの始まりへ。

 B.A  グランラグゼ Ⅳ、誕生。
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6月12日時点のガイド反映
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輝き放ち、極まるハリ。
静なる時間が、美の本質を呼び覚ます。

ポーラ最高峰の美容液が進化

2

『B.A グランラグゼ Ⅳ』誕生

6月12日時点のガイド反映

※1：保湿成分 ※2：うるおいによるツヤで立体的に見せること

B.A グランラグゼ Ⅳ
<美容液・乳液>

ザ フォース

◆アレルギーテスト済み
 （全ての方にアレルギーが起きないというわけではありません。）

50g  ￥79,200（税抜 ￥72,000）
リフィル ￥75,900（税抜 ￥69,000）

2023年10月1日発売
（旗艦店ポーラ ギンザでは7月1日より先行発売）

1985年、年齢とともに変化する肌を科学するために、B.Aは誕生しました。
“人の可能性は広がる”というポリシーを掲げ、肌領域に関わらず、

脳・神経科学や心理学、感性工学など多角的に研究を深め続けています。

B.A グランラグゼは、初代が誕生した2006年以来、
ポーラブランドの中で最高峰の、乳液を兼ねた美容液として進化してきました。

B.A グランラグゼが提案する美の本質とは、
　“生命の本質を体感することによって、新たな可能性を広げること”です。　

B.A グランラグゼは、これこそが次世代ラグジュアリーと考えます。

B.A グランラグゼ Ⅳは、生命の静なる時間に着目。
新技術である「早く」と「ゆっくり」の時間差放出処方や
　肌そのもののハリ・弾力感を肌上に感じるような、

やわらかな角層を目指す処方を新たに採用。

ポーラ主要３ブランドと共通のオリジナル美容成分※1を、この一本に。

全方位に解き放つ、輝きと立体感※2を目指します。
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6月12日時点のガイド反映

開発の背景

B.A グランラグゼ Ⅳが新たに着目したのは、生命の本質である静と動の「連続性」により生まれる、美しさの良循環です。
時間軸でとらえると、人は「静」と「動」の時間があり、循環しています。B.Aは、「静の時間＝休んでいる時」、「動の時間＝
動いている時」という常識を改めて考えました。例えば、良質な睡眠が身体にとっては次の「動」の活力となり、さらなる広がり
を生んだり、自分の心が満たされる豊かな時間が、明日への希望になるように、本質を見つめ、次に向けチャージする、充実
した「静」の時間があるからこそ、肌も人も、動の時間が活性化し、持続的で広がりのある良循環を生み出せるのではないか
と考えました。このような着想のもと、当たり前にある「静の時間」の重要性を見つめ直し、「静」へのアプローチによって、
「静と動」の連続性で美しさが高まり続ける循環を目指し、開発を進めました。

これまで これから

その時の動を高めて拡張する 「静と動」の連続性で高まり続けるような
循環をつくる

静 動（活動）
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※画像はイメージです

※1：人が本来持つ可能性を引き出す考え方　※2：販売名   ポーラ ザ B.A グランラグゼ　※3：販売名  ポーラ B.A グランラグゼⅡ　※4：販売名  ポーラ B.A グランラグゼⅢ

B.A グランラグゼ Ⅳが提案する“美の本質”

2006年発売
ザ B.A グランラグゼ※2

【医薬部外品】
「存在感まで、美しく」

初代グランラグゼ

2013年発売
B.A グランラグゼⅡ※3

【医薬部外品】
「重ねた時間を、輝く力へ」

2019年発売
B.A グランラグゼⅢ※4

【医薬部外品】
「好奇心を、美しさに」

2023年発売
B.A グランラグゼ Ⅳ

NEW

B.A グランラグゼは、初代が誕生した2006年以来、ポーラブランドの中で最高峰の、乳液を兼ねた美容液として、B.A
の根幹思想であるバイオアクティブ理論※1のもと、その時代の変化とともに進化してきました。  B.A グランラグゼ Ⅳが  
提案する、美の本質は、「生命の本質を体感することによって、新たな可能性を広げること」です。

〈 B.A グランラグゼの歴史 〉

静 動（活動）

生命の本質である静と動の「連続性」により生まれる美しさの良循環
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6月12日時点のガイド反映

※：角層

生命の静なる時間に着目。輝き放ち、極まるハリを目指す

＊イラストはイメージです

　（B.Aリサーチセンター調べ）

　（写真はイメージです）

今回、うるおいを時間差で放出する処方を初めて採用しました。保湿成分を含んだ水系成分を「早く」放出するクイック
キャリアと、「ゆっくり」放出するスローキャリアを共存させることで、うるおいを肌※に浸透させることを目指します。

右のグラフは、2種類のキャリアがそれぞれ半量放出す
るまでにかかる時間の違いを算出したものです。
スローキャリアは、クイックキャリアに比べておよそ1.76
倍の時間を必要としています。

蛍光分光光度計での蛍光強度測定
蛍光強度が初期から半値になるまでの時間
を測定し、クイックキャリアを１としたときの
スローキャリアの値を算出した。

［  製品特長  ］

理論 NEW

新開発処方① 「早く」と「ゆっくり」を両立する時間差放出処方

◆ 弾むようなハリ肌をサポート

・ポーラオリジナル複合保湿成分「白桜バークV」 「Sプロテインリキッド」
「BAコアリキッド」「仙人穀ロスマ」を配合。
・ポーラオリジナル保湿成分「ブレインクロストークRU」「ゴールデンLP」を配合。

◆ みずみずしい透明感※3をサポート

・ポーラオリジナル複合保湿成分「BPルミナエキス」「ディープラスター」「m-Aクリアエキス」を配合。
・ポーラオリジナル保湿成分「セルエンスAC」「SCリキッド」「YACエキス｣｢EGクリアエキス」を配合。

ポーラ主要3ブランドと共通のオリジナル保湿成分

※1：人が本来持つ可能性を引き出す考え方　※2：ヒメガマ穂エキスとカミツレ花エキスの複合成分　※3：うるおいによる

塗布後、早く放出するクイックキャリア

塗布後ゆっくりと放出するスローキャリア

ジーゼロ

G0バイオアクティブ理論※1

生命の静なる時間に着目した理論。輝き放ち、極まるハリを目指す。

成分 NEW ポーラオリジナル複合保湿成分「姫蒲G0エキス※2」を配合。
ヒメガマ

ヒメガマ

〈半量を放出するまでの時間（クイックキャリアを1とする）〉

2.0

1.6

1.2

0.8

0.4

0
クイックキャリア スローキャリア

約1.76倍

n=3、 平均値、 p<0.05、 t検定
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6月12日時点のガイド反映

スポンジを皮フに見立て、片面の表層に人工の細胞間脂質を塗布し、反対側からデジタルフォースゲージにて
0.5Nの力で押し、変形の大きさを比べた。実験に用いたスポンジの材質は同じ。

　（B.Aリサーチセンター調べ）

＊イラストはすべてイメージです

［  製品特長  ］

右の写真は、混合油剤を人工細胞間脂質と混ぜ、
スポンジの片面に塗布し、反対側から押した時の
スポンジの曲がり具合を測定し比較したものです。
左側の硬い角層を模したスポンジと比較すると、
右側のやわらかい角層を模したスポンジの方が、
大きく変形し、その力をより反映できています。
このことから、やわらかな角層では、肌そのものの
ハリ・弾力感を肌上に感じやすいことが考えられ
ます。

やわらかな角層では、肌そのもののハリ・弾力感を肌上に感じやすい新着目

B.A グランラグゼⅢの処方技術　※B.A グランラグゼ Ⅳでも採用

高分子ヒアルロン酸を小さく凝縮。ふくらむようなハリ・弾
力感を与えるハイエクスパンディング処方。
磁石の原理をヒントに、美容液内ではマイナスを帯びた
高分子ヒアルロン酸にプラスを帯びたHAバンドをくっつ
けることで高分子ヒアルロン酸をナノサイズのボール状
に凝縮。

しかし、角層が硬い状態では、肌そのもののハリ・弾力感が、肌上には
反映されにくいと考え、B.A グランラグゼ Ⅳでは新しく「バウンスリフレクト処方」を
取り入れました。

タンパク質の
バンド
（＋）

高分子
ヒアルロン酸

（ー）

磁石のように
くっつき

小さくまとまる

肌上

硬い角層

新開発処方② やわらかな角層を目指すバウンスリフレクト処方

硬い角層を模したスポンジ やわらかな角層を模したスポンジ

同じ力で
押す

少し変形 大きく変形

人工
細胞間脂質
を塗布

◆バウンスリフレクト処方：ハリ感を与える角層構造のバランスに着目。
肌そのもののハリ・弾力感を肌上に感じるような、やわらかな角層を目指す。

＊イラストはすべてイメージです

【処方開発の着眼点】
B.Aリサーチセンターは、肌そのもののハリ・弾力感を肌上に感じるような、やわらかな角層を目指すために、新たに細胞間
 脂質のラメラ構造の並び方に着目し、「ラメラ構造を上から見る」視点を取り入れました。実は、ラメラ構造は、横から見る
と同じ距離感で並んでいても、上から見ると、異なる並び方がいくつか存在し硬さも異なります。細胞間脂質同士の距離が   
近く密に詰まった並び方は、とても硬く、少しゆとりをもって並んでいる細胞間脂質はやわらかいことがわかりました。

これまで：横からラメラ構造を見る 新着目：上からラメラ構造を見る

満員電車のように
ぎゅうぎゅうで硬く、
身動きが
取れない状態

ゆとりをもって
整列している状態
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6月12日時点のガイド反映

感性品質

植物の周りに漂う香りを採取するため、植物を傷つけず、さ
らにその場にいるような自然な香りを作ることが可能。人の
手が加わっていない、箱根の森にあるリアルな土の香り成
分を採取。

ヘッドスペース法

植物などを伐採したり傷つけることなく香りを
採取・分析し、合成香料にて再調香する手法。

生命の循環の源である土から咲き誇る多様な草花を表現したアーシィ※フローラルウッディの香りで、 生命の育みにつつ
まれて自分を満たすような、豊かなスキンケアタイムを。

静の時間へ誘うような香りとして、自分の感情が内側に向かい、没入するような大自然の土の香りに着目。
新たに「ヘッドスペース法」という手法を採用しました。

香り アーシィミュージアム

溶け込むように心地よいまどろむようなテクスチャーから、
ハリを感じる密着感へ変化。

感触

※アーシィ：土のような

［  製品特長  ］

土から漂う香り成分をガラス容器にため込んでいる様子

ミドルノート
WHITE FLORAL

FRESH CITRUS

トップノート

レモン
ベルガモット　リーフィグリーン

ミュゲ
バジル　セージ

ラストノート
WOODY MUSKY

ムスク、シダーウッド、パチュリ
「ヘッドスペース法」で取得した土の香り

（写真はイメージです）
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6月12日時点のガイド反映

デザイン コンセプト「無意識の覚醒による感受性の広がり」

B.Aの生命美を長年にわたり表現してくださっている世界的フラワーアーティスト東 信氏と、今回もブランドのアートに挑戦。
生命の源である水とその中でたゆたう花々が融合した作品で、新生グランラグゼの世界観を表現しました。

アートワーク

水を入れた大きな水槽を複数セットし、実際に花を約1ヶ月その中に浸し、
その過程を撮影しながら制作しています。
今回のコンセプトである「連続性」や「循環」を表現するため、
時間軸違いで3種のアートワークを作成しました。

まずは、動から静へ入り始めた状態。
生き生きとした花々の勢いを感じながらも、
水の中に溶け込み始めていく様子を表しています。

「静」に没入している状態 。メインのアートワークです。
水の中でたゆたいながら美しく咲く花々が没入し、
ゆったりとした静の時間ながらも、
花々の生命の「動」のエネルギーが内包され、
次の覚醒に向けて力をチャージしている、
秘められたエネルギーを表します。

最後は、静から動へ覚醒期に変わっていく時間。
溶け散る草花の中で再び湧き上がる躍動感を表しています。

［  製品特長  ］

没頭・没入する行為や静の時間を、未完成のような造形、感触、多様にうつろう表情として
込めたデザイン。視覚はもちろん、触覚への刺激にもこだわり、使用する際に手になじみ、
いつまでも触っていたくなるような感触をデザイナーが手作業で、作りあげました。

包装

人を想い、こだわり抜いた気持ちまで包み込んで、日本古来からの
“折って包む”文化を取り入れた包装。
1枚の紙を計算しつくされた折り方で、1つひとつを手作業で包んで作られる、
新発想の包装を開発しました。
廃棄される包材のミニマム化も両立した、次世代ラグジュアリーの包装。
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6月12日時点のガイド反映

・ローションで肌を整えた後、適量（1～2プッシュ）を手に取り、顔全体にやさしくなじませてください。
・手のひらで顔全体を包み込んで密着させます。
香りを感じるように、深い呼吸とともに行います。

〈ゆったりと気分を落ち着かせ、充足するような美容法〉
・目を閉じて、中指と薬指でまぶたをこめかみまでさすります。（3回） 
・こめかみをもみほぐすように円を描きます。
・最後に、頬全体をやさしく引き上げ、ハリを記憶するかのように3秒ほどキープ。

社会・地球環境への取り組み

森林認証紙を採用
適切な森林管理のもとに作られた木材を使用した、森林認証紙
を採用。

生物由来のインクを採用
生物由来の資源（バイオマス）から成分を抽出して製造
したインクを一部使用し、箱への印字を行うことで、生態
系の保護に繋げる。

リサイクルPETを採用
リサイクルPETを一部に使用し、
化石資源の保護や二酸化炭素の削減に貢献。

WEBパンフレットを採用
ペーパーレスへの取り組みとして、紙のパンフレットを
廃止し、箱に記載されたQRコードを読み込むことで使用
方法、全成分表示、使用方法動画が閲覧可能なWEB
パンフレットを採用。

※使用方法・使用料などは外箱にも記載があります。
※5言語対応（日本語・英語・繁体字・簡体字・タイ語）

※PET：ポリエチレンテレフタレート

商品外箱

容 器 パンフレット

使用ステップ

使用方法

夜

朝
B.
A
ウ
ォ
ッ
シ
ュ

※
B.
A
デ
ィ
ー
プ
ク
リ
ア
ラ
イ
ザ
ー

※
B.
A
ア
イ
ゾ
ー
ン
ク
リ
ー
ム

※
B.
A
ク
リ
ー
ム

※
B.
A

ラ
イ
ト
セ
レ
ク
タ
ー

メ
ー
ク

※
B.
A
ク
レ
ン
ジ
ン
グ

B.
A
ロ
ー
シ
ョ
ン
／
B.
A
ロ
ー
シ
ョ
ン
イ
マ
ー
ス

B.
A
グ
ラ
ン
ラ
グ
ゼ
Ⅳ
（
美
容
液
・
乳
液
）

※肌の悩み・状態に合わせてお使いください。クレンジングクリームは、メーク・UVカット品使用時は必ずお使いください。
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ポーラは、新体操ナショナル選抜団体チーム・新体操個人日本代表「フェアリー ジャパン POLA」のオフィシャルパートナーです。

主な配合成分

保湿成分

※は、ポーラオリジナル複合成分またはポーラオリジナル成分。   ◆無着色   ◆アレルギーテスト済み（全ての方にアレルギーが起きないというわけではありません）

配合目的 配合成分 全成分表示名称

ディープラスター※ オウゴンエキス、アサガオカラクサエキス

m-Aクリアエキス※ 海藻エキス-1、ローズマリーエキス

セルエンスAC※ アマチャエキス

SCリキッド※ ビワ葉エキス

サクラ葉抽出液 ソメイヨシノ葉エキス

BAコアリキッド※ イガイグリコーゲン、ヘチマエキス、チョウジエキス、イザヨイバラエキス、加水分解コンキオリン

YACエキス※ ヨモギ葉エキス

EGクリアエキス※ レンゲソウエキス

ゴールデンLP※ 加水分解シルク

ブレインクロストークRU※ カシア樹皮エキス

Sプロテインリキッド※ ユキノシタエキス、ヒキオコシエキス-１、加水分解ローヤルゼリータンパク液

姫蒲G0エキス※ ヒメガマ穂エキス、カミツレ花エキス

仙人穀ロスマ※ センニンコク種子エキス、セージ葉エキス

白桜バークV※ ヨーロッパシラカバ樹皮エキス、オウレン根エキス

BPルミナエキス※ ショウブ根茎エキス、マヨラナエキス、クララエキス-1

6月12日時点のガイド反映
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（写真・イラストはイメージです）

6月12日時点のガイド反映

［  別添／ポーラの研究  ］

B.Aリサーチセンターは、人の可能性をさらに広げるため、「細胞の休止期」に新たに着目しました。休止期とは、細胞が分裂
を休止している時期です。細胞が盛んに分裂している活動期と比べて、細胞の活動が低下する傾向にあることが知られて
います。

細胞分裂の周期は、活動期と呼ばれる細胞分裂を盛んに行う時期と、分裂を休止する休止期に大きく分類されます。休止期
の細胞だけを取り出す方法がなかったため、これまでにあまり休止期については知られていませんでした。しかし、ヒトの生命
活動においても休息の時間が重要であるように、肝臓や神経など皮膚以外の一部の組織では、休止期しかないのですが、
特異的な活動が知られています。そこで、皮膚においても、休止期の細胞にまだ見ぬ可能性が秘められているのではないか
と思い、着目しました。

細胞分裂の周期とアプローチ

細胞の休止期

B.Aリサーチセンターは、真皮線維芽細胞には休止期に産生が高まるコラーゲンがあることを発見しました。そのコラーゲン
とは、「コラーゲン６」です。コラーゲン6は、肌全域の組織同士を結合して肌構造を強固にします。さらに、ヒトの真皮線維芽
細胞でオートファジーを活性化させることも、新たにわかりました。

休止期に産生が高まるコラーゲンを発見新発見

新着目

ピンク:活動期細胞　紫 :休止期細胞

細胞が分裂を休止している時期 細胞が分裂や増殖をして
活動している時期

細胞分裂の周期

休止期線維芽細胞 活動期線維芽細胞

活動期休止期

分裂を休止

休止期

活動期

元の大きさ
に戻る

DNAを
複製

分裂準備

2つに分裂する

20μm 20μm

コラーゲン6は、肌全域の組織、真皮と表皮、真皮と血管、脂肪同士などの境目等に存在し、つなぎ合わせる
役割をもちます。コラーゲン6が少なくなると、組織同士の結合が弱まり、構造の強度が低下。たるむ方向へ向
かうと考えられます。つまり、コラーゲン6はリフトアップにとって重要な因子と言えます。

コラーゲン6の特長

たるんでくすんだ状態

コラーゲン6が少ない肌

リフトアップし輝きのある生命感あふれる肌

コラーゲン6が多い肌

組織同士ががっちりと結合
強度が取り戻され肌構造が強化

組織同士の結合が弱い
強度が低下し、たるむ
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6月12日時点のガイド反映

［  別添／ポーラの研究  ］

左下の写真は、休止期と活動期のコラーゲン6産生量の違いを示すものです。休止期の線維芽細胞では、コラーゲン6
が増えていることがわかります。右下のグラフでは、コラーゲン6の産生が活動期と比べ、休止期では約1.5倍に増えている
ことがわかります。

休止期と活動期のコラーゲン6産生の違い

右のグラフは、オートファジーを開始させる遺伝子
発現を確認したデータです。コラーゲン6があるこ
とで、その遺伝子は約2倍に増加しました。

オートファジーとは、細胞内に溜まる老廃物をリサイクルするシステムのことです。その過程で、加齢などで引き
起こされるオートファジーサイクルの停滞が解消され、肌の輝きに寄与するオーラ粒子が生み出されることは、
これまでの研究で解明してきました。
今回は加えて、さらにその前の工程、オートファジーが始まる段階で、コラーゲン6がオートファゴソーム（オート
ファジーを行う袋状の構造）を増加させることがわかりました。つまり、オートファゴソーム自体が増えることと、停滞
が解消されること、この2つのアプローチでオートファジーの機能が複合的に高まると考えられます。

コラーゲン6がオートファジーサイクルを活性化
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活動期 休止期
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6
遺
伝
子
発
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（
活
動
期
を
100
と
す
る
） 

約1.5倍
に増加

n=4、
平均値、 
p<0.001、
t 検定

〈休止期では、活動期よりもコラーゲン6を多く産生〉

活動期と休止期の線維芽細胞を培養し、コラーゲン6を試薬で染色した。 活動期と休止期の線維芽細胞を培養し、遺伝子の発現量を調べた。
（B.Aリサーチセンター調べ） 

（B.Aリサーチセンター調べ） （イラストはイメージです）

赤 : コラーゲン6
青 : 細胞核
白枠内は拡大図

活動期の細胞 休止期の細胞

200μm 200μm

老廃物が溜まる 袋が出現し老廃物を包み込む 分解酵素により分解される アミノ酸などの原料レべルまで分解され、
新しい細胞の一部として再利用される

これまでに解明
オートファジーサイクルによりオーラ粒子が生み出される

コラーゲン・ヒアルロン酸などが増加

アミノ酸など オーラ粒子

新発見
コラーゲン6がオートファゴソームを増やす

コラーゲン6がある状態で
線維芽細胞を培養し、
オートファジーの状態を解析した。
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t 検定

オートファゴソーム
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6月12日時点のガイド反映

［  別添／ポーラの研究  ］

コラーゲン6があるとオートファジー開始のスイッチが押されるため、右下の写真のように、オートファジーを行う袋状の構
造、「オートファゴソーム」が増えることがわかります。

コラーゲン6がオートファジーに与える影響

B.Aリサーチセンターは、コラーゲン6が加齢で減少してしまうことも発見しました。左下の写真は顔の皮膚の断面図を
示したものです。左の33歳女性と比較して、右の加齢した66歳女性の写真は真皮の奥深く網状層でコラーゲン6が薄く
なっています。右のグラフでは、左の写真の染色像を数値化し、各年代の平均値を算出しました。網状層でコラーゲン6が
約40％減っていることがわかります。

加齢により真皮奥深くの網状層でコラーゲン6が減少新発見

（B.Aリサーチセンター調べ） 

（B.Aリサーチセンター調べ） 

コラーゲン6がある状態で線維芽細胞を培養し、オートファジーの状態を解析した
オートファゴソームという袋状の構造を試薬で染色した。

〈コラーゲン6により、オートファジーを行う袋状の構造「オートファゴソーム」が増える〉

コラーゲン6なし

緑 : オートファゴソーム
青 : 細胞核
白枠内は拡大図

コラーゲン6あり

200μm200μm

赤 : コラーゲン6
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真
皮

コラーゲン6を染色した皮膚断面図の画像から、乳頭層・網状層それぞれ同じ面積の領域
を解析領域として切り抜いた。解析領域について、同一ピクセルごとの染色の強さを調べ、
その平均値をコラーゲン6の指標として、各検体のコラーゲン6量を推定した。

約40％
ダウン

33歳女性 66歳女性

n=4、 平均値、
減少：p＜0.05、
変化なし：有意差なし、
テューキーの
多重比較検定

コラーゲン6が
少ない
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